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設楽ダム湛水区域平面図

凡 例
ダムサイト

湛水区域

集水区域

想定氾濫区域

豊川用水受益地区

流域界

設楽ダムは豊川の河口から約 70km上流
の愛知県北設楽郡設楽町に位置します。
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豊川流域面積
km2７２４

流域市町村
３市４町２村

流域市町村人口
約５８万人

河口部の愛知県下第２の都市 豊橋市

流域市町村の人口

6,339 5,305

35,633 36,026

3,2263,452

16,25614,872

111,730 117,356

21,66420,878

364,868337,982

14,37115,498

平成　２年　（人）

平成１２年　（人）

（地整管内図による）（国勢調査による）

豊川の流域沿川市町村人口は約５８万人、そ
の約９０％近くが下流部に集中しています。
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豊川の洪水は、霞堤の浸水被害のほか堤防の破堤等により、人家
や農作物等に多大な被害をもたらしました。

○豊川の主な水害
発生年月日 石田地点流量 被 害 等

明治37年 7月 約6,000m /sec 死者23人､負傷者10人､全壊177棟､
３

半壊329棟､床上浸水4,514棟、床下浸水3,144棟

昭和34年 9月 約3,200m /sec 死者11人､負傷者255人､全壊流失904棟､
３

半壊流失2,550棟､床上浸水241棟、床下浸水801棟

昭和40年 9月 約3,000m /sec 負傷者4人､全壊流失1棟､半壊流失2棟､
３

床上浸水179棟､床下浸水3,121棟

昭和43年 8月 約3,400m /sec 死者6人､負傷者10人､全壊流失21棟､
３

半壊流失21棟､床上浸水247棟､床下浸水1,602棟

昭和44年 8月 約4,600m /sec 全壊流失7棟､半壊･床上浸水919棟､床下浸水838棟
３

昭和49年 7月 約3,800m /sec 死者1人､負傷者8人､全壊流失8棟､半壊流失41棟､床
３

上浸水1,073棟､床下浸水6,705棟

昭和54年10月 約4,400m /sec 全壊流失4棟､半壊流失4棟､
３

床上浸水34棟､床下浸水158棟

昭和57年 8月 約2,900m /sec 床上浸水57棟,床下浸水635棟
３

平成 3年 9月 約2,700m /sec 床上浸水2棟､床下浸水2棟､浸水面積512ha
３

平成 6年 9月 約3,000m /sec 床下浸水5棟､浸水面積3ha
３

平成12年 9月 約2,700m /sec 床下浸水2棟､浸水面積12.6ha
３

昭和５４年１０月洪水における浸水状況
（豊橋市石巻小野田町地先）

豊川沿川に住む人たちは洪水によ
り、多大な被害を被っています。
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○洪水防御に関する計画の基本となる洪水流量である基本高水は、
河川の大きさや流域の重要性から、社会資本整備審議会（旧河川
審議会）の審議を経て決められています。

○豊川については、概ね１５０年に１度の確率で発生する洪水流量
である７，１００m3／秒を基本高水としておりますが、他の一級
河川と比べても妥当な計画となっています。

中部地方の主要河川の計画規模
河川名 計画規模 流域関連の主要都市と人口

狩野川 既往最大 沼津市（２１万人）三島市（１１万人）御
殿場市（８万人）裾野市（５万人）

安倍川 １／８０ 静岡市（４７万人）
大井川 １／１００ 島田市（８万人）金谷町（２万人）
菊川 １／１００ 菊川町（３万人）大東町（２万人）

天竜川上流 １／１００ 飯田市（１１万人）伊那市（６万人）駒ヶ
根市（３万人）

天竜川下流 １／１５０ 浜松市（５６万人）磐田市（９万人）天竜
市（２万人）浜北市（８万人）

豊川 １／１５０ 豊橋市（３５万人）豊川市（１１万人）新
城市（４万人）

矢作川 １／１５０ 岡崎市（３２万人）碧南市（７万人）豊田
市（３４万人）安城市（１５万人）西尾市
（１０万人）

庄内川下流 １／２００ 名古屋市（２１５万人）瀬戸市（１３万人）
春日井市（ ２８万人）小牧市（１４万人）

庄内川上流 １／１００ 多治見市（１０万人）瑞浪市（４万人）土
岐市（７万人）

木曽川 １／１００ 中津川市（５万人）恵那市（４万人）美濃
加茂市（５万人）可児市（９万人）

長良川 １／９０ 岐阜市（４１万人）関市（７万人）美濃市
（３万人）羽島市（６万人）各務原市（１
３万人）

揖斐川 １／１００ 大垣市（１５万人）養老町（３万人）垂井
町（３万人）桑名市（１０万人）

鈴鹿川 １／１５０ 四日市市（２９万人）鈴鹿市（１８万人）
亀山市（４万人）

雲出川 １／１００ 久居市（４万人）嬉野町（２万人）
櫛田川 既往最大 松阪市（１２万人）明和町（２万人）
宮川 既往最大 伊勢市（１０万人）小俣町（２万人）

注）人口は平成１２年国勢調査結果より

豊川の基本高水（洪水防御に関する計画の基本とな
る洪水流量）は概ね150年に1回の確率の洪水です。
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○経緯
昭和５３年 ４月 実施計画調査に着手
平成 ４年１０月 現地立ち入り調査に関する協定の締結
平成１３年１１月 豊川水系河川整備計画 策定
平成１５年 ４月 建設段階（工事事務所）へ移行

○目的
・洪水調節

３下流部の基準地点石田において基本高水のピーク流量7,100m
/ の内、約1,000m / （水位で約１ｍ）を低減させます。秒 秒３

・流水の正常な機能の維持（河川環境保全等のための流量の確保）
渇水時の河川流量の確保や、既得用水の利水安全度の向上を図

ります。

・利水（かんがい及び水道用水）
東三河地域等の約18,000haの農地に農業用水を補給します。
また、東三河地域への水道用水を補給します。

○諸元等
・ダ ム 型 式 ： 重力式コンクリートダム

堤 高 ： 約 １２９ ｍ

２・貯水池 集 水 面 積： 約 ６２．２ km
３総 貯 水 容 量 ： １００，０００ 千ｍ
３有効貯水容量： ９６，０００ 千ｍ

・工 期 検討中

設楽ダムは、洪水調節、流水の
正常な機能の維持、利水の３つの
目的をもった多目的ダムです。
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設楽ダム建設予定地（下流より上流を望む）

設楽ダム計画諸元図（案）
　　▽　ダム天端　　標高　４４８．０ｍ

　▽　サーチャージ水位　　標高　４４４．０ｍ

　　　洪水調節容量　１９，０００千ｍ３

　ダム高
　▽　常時満水位　標高　４３７．０ｍ

約１２９ｍ
 有効貯水容量  総貯水容量
　　96,000千ｍ３ 　100,000千ｍ３

　　　利水容量　　　　７７，０００千ｍ３

　　(流水の正常な機能の維持
　　　　及び新規水資源開発）

　▽　最低水位　　標高　３７０．６ｍ

　　　堆砂容量　　　　　４，０００千ｍ３

　▽　推定基礎地盤　　標高　３１９．０ｍ
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○河川法が改正され(平成 年 月 日施行)、河川環境の整備9 12 1
と保全並びに地域の意見を反映した河川整備の計画制度の導入
が法制化されました。
その中で全国はじめての整備計画となる「豊川水系河川整備計
画 （平成１３年１１月２８日策定）により、設楽ダムの建設」
が位置づけられました。

平成１３年１１月２８日豊川水系河川整備計画を策定

設楽ダムは「豊川水系河川整備計画」
で建設が位置づけられました。

設楽ダムは「豊川水系河川整備計画」
で建設が位置づけられました。
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○河川整備計画の策定にあたっては 平成10年 月に「豊川の明12
日を考える流域委員会」設置して平成 年 月までに２３回13 10
にわたって学識者の意見を聞きました。
委員長 藤田 佳久 愛知大学教授
委 員 神野 信郎 豊橋商工会議所特別顧問

沓掛 俊夫 愛知大学教授
後藤 米治 北設楽郡設楽町長
澁谷 弘幸 「母なる豊川」活動推進委員会委員長
杉本 かつ とよはし女性フォーラム会長
中村 敬一 豊橋創造大学短期大学部教授
中村 俊六 豊橋技術科学大学教授
早川 勝 豊橋市長
光岡 史郎 かんがい排水審議会技術部会専門委員
渡邊 啓司 元豊川市消防（水防）団長

（委員名簿）第２３回委員会時点

○河川整備計画策定に向けて、地域の皆さんの意見をお聞きし反映
させるため地区別意見交換会を開催しました。
その他にも、封書や電子メールによる意見集約も行いました。

流域委員会開催状況(第20回)

地区別意見交換会 開催一覧表（平成１３年度）

封書等で寄せられた人数１３５名（平成１３年９月１０日時点）
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○豊川水系河川整備基本方針では災害の発生の防止又は軽減に関し
て、河川改修と流域内の洪水調節施設を組み合わせ、将来に向け
ての目標である基本高水のピーク流量（7,100ｍ/秒 ・概ね１５３

０年に１度の確率規模）の洪水に対して河川整備を行うこととし
ている。

○基本高水のピーク流量7,100ｍ /秒に対して、設楽ダムの洪水調３

節により、基準地点石田（河口から２７．６km地点）での洪水時
の水位が約１．０m低下（約1,000ｍ /秒の洪水流量の低減）し、３

洪水被害が軽減されます。

○また、豊川水系河川整備計画の目標となる昭和44年８月洪水規模
（戦後最大洪水流量）に対して、設楽ダムで洪水調節を行うこと
により基準地点石田での洪水時の水位が約０．６m低下（約550ｍ
/秒の洪水流量の低減）し、洪水被害が軽減されます。３

設楽ダムによる洪水調節効果のイメージ図（石田地点）

●基本高水のピーク流量：約７１００　m3/秒　→　約６１００　m3/秒
●戦後最大規模の洪水　：約４６５０　m3/秒　→　約４１００　m3/秒
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豊川の洪水を、設楽ダムで軽減します。
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・ダム地点で最大約７９０ 秒の洪水調節m /3

下流の基準地点の石田では、約５５０ 秒(水位低下量で約０６ｍ)・ m / .3

の効果

設楽ダムの洪水調節（ 秒－ 秒 ＝ 秒）910 m / 120 m / 790 m /3 3 3

流入量

調節後流量

ピーク流入時
毎秒 ピーク時120m3 設楽ダム

3
毎秒 910 m

・ダム地点で最大約１，２５０ 秒の洪水調節m /3

下流の基準地点の石田では、約１，０００ 秒（水位低下量で・ m /3

約１．０ｍ）の効果

設楽ダムの洪水調節（ 秒－ 秒＝ 秒）1,490m / 240 m / 1,250 m /3 3 3

流入量

調節後流量

ピーク時設楽ダム
3

ピーク流入時 毎秒 1,490 m
3

毎秒 240m

もし、戦後最大洪水がきたら

さらに、１５０年に１回の大洪水がきたら
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、 、○豊川の主要な取水地点の下流では 河川流量の減少による塩害や
アユの大量死等の障害が発生したり、一部区間で水涸れ状態とな
るなど河川の流水が本来有する機能が維持されていません。

東海日日新聞提供

年間の３／４は

設楽ダムは、河川環境保全等のための
流量を確保し、かんがい及び水道用水
の新たな取水を可能にします。
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○設楽ダムにより、流水の正常な機能の維持（河川環境保全のため
の流量の確保）を図り、河川の流水が本来有する機能が維持でき
るように河川の流量を確保する事が可能となります。

○渇水による取水制限が頻発していることから、１０年に１回程度
発生する規模の渇水時においても、安定して取水できるよう利水
安全度の向上を図ることが可能となります。

大野頭首工下流の流況改善効果（試験放流）

主要な地点における制限流量（試算）

地　　点　　名

寒狭川頭首工（直下流）地点

大野頭首工（直下流）地点

牟呂松原頭首工（直下流）地点

河川環境の回復を図るための利水上の
制限流量

（制限流量の確保可能日数　※平成６年の場合）

（豊川用水）→（設楽ダム完成後）

　　　－　　　→　　３．３m3/sec

　　　２m3/sec　→　　５m3/sec

　（　１７８日　→　　２２１日　）

　（　３７日　→　　２８８日　）

　　　－　　　→　　１．３m3/sec

　（　１５２日　→　　３６２日　）
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○豊川水系では毎年のように取水制限が行われ、水道用水の減圧給
水、工場の生産調整、農作物の生育不良などの渇水被害が生じて
います。
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空になった宇連ダム

○頻繁な節水により、農業や工業などにも被害が生じています。
東海日日新聞提供

ネギの生育不良（平成６年８月）

応急井戸掘り（平成６年９月）

平成６年９月１２日 毎日（夕刊）
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水資源開発公団「豊川用水パンフレットより抜粋」○かんがいや水道事業などの概要

市町村別農業粗生産額順位（平成１３年）

市 町 村 農業粗生産額 県内順位 全国順位

豊 橋 市 516億円 １ 位 １ 位

渥 美 町 394億円 ２ 位 ３ 位

田 原 町 216億円 ３ 位 １２ 位

赤羽根町 142億円 ４ 位 －

東部幹線水路

西部幹線水路

牟呂松原幹線水路

２００１年　農業産出額

３９４億円

渥美町

蒲 郡 市

全国 ３ 位

蒲郡市

豊橋市

渥美町

５１６億円

豊橋市

９３億円

全国 １ 位
出典：農林水産省（平成１４年　統計情報部公表データ）

３５８億円

田原市

全国 ４ 位

田原市

※田原市は田原町と赤羽根町の合算

２００１年　農業産出額
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東部幹線水路

西部幹線水路

牟呂松原幹線水路

湖西市○

２００１年工業製品生産額

2,096 億円

10 ,118 億 円

11,595 億 円

16,982 億円

蒲郡市

豊橋市

湖西市

田原町

豊橋市

蒲郡市

田原町○

○

○

その他２％

輸送機械９８％

その他７４％

その他７９％

その他２６％精密機械９８％

輸送機械２６％

輸送機械７４％

輸送機械４７％

その他５３％

豊川市

7,004 億 円
○ 豊川市

２００１年　工業製品生産額
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○設楽ダムは、既得用水の取水の安定化を図るとともに、新たに東
三河地域の農地約18,000haのへの農業用水（約0.3m /秒）と、水3

道用水（約0.8m /秒）合わせて約1.1m/秒を新規に取水できるよ3 3

うにします。

これらに必要なダム容量は7,700万ｍ となります。３

豊川用水供給区域

2842
1210
1130

7700

0

5000

10000

15000

貯水容量
（千万m3）

  　　 現在     　　  
(４,０５２)

大島ダム完成　
(5,182)

設楽ダム完成  
(12,882)

貯水容量の変化

設楽ダム
大島ダム
調整池
宇連ダム
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○設楽ダムは環境影響評価法に基づいた環境アセスメントの手続き
を行います。設楽ダムの環境アセスメントでは、ダムや付替道路等
の工事並びに新たな貯水池などにより環境に与える影響や、河川の
連続性の遮断等が、大気環境、水環境、地形・地質、土壌、植物、
動物、生態系へ与える影響並びに景観、人と自然の触れ合い活動の
場の変化等を予測評価し、その結果に応じて回避、低減、または代
償のための措置を検討します。

河川整備基本方針

河川整備計画

河川整備基本方針の案の作成

河川整備基本方針の決定

社会資本整備審議会（一級河川）

都道府県河川審議会（二級河川）

（都道府県河川審議会がある場合）

原案

河川整備計画の案の作成

河川整備計画の決定

学識経験者

公聴会の開催等による

住民等の意見の反映

地方公共団体の長

事業の計画案

事業の計画

事業の計画の決定

工事の実施

手続

意見

内容→河川整備に当たっての基本方針、基本高水、計画高水流量　等

意見

意見

手続

内容→河川工事、河川の維持の内容

手続

事
業
ア
セ
ス

設楽ダム建設にあたっては
自然環境に配慮した事業の実施を行います。
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○環境影響評価の検討を最新の科学的知見に基づき行うため、専門
「 」家から構成される 設楽ダム建設事業環境影響評価技術検討委員会

を設置し、専門家の技術的助言を求めています。
(第 回委員会は平成 年 月 日に開催)1 15 10 23

第１回委員会（中京テレビ「ニュースプラス１」より）

※委員長

○設楽ダム周辺の自然環境調査は、学識経験者の指導により文献等
による準備調査や水質調査を昭和５１年度に着手し、平成５年度よ
り事業予定地およびその周辺において本格的な現地調査を実施して
います。

調 査 状 況

※準備調査とは、既往文献および簡易な現地調査による調査。

担 当

鳥 類 小笠原
お が さ わ ら

昭
あ き

夫
お 名 古 屋 学 芸 大 学

植 物 類 西
さい

條
じょう

好
よし　　　みち

廸 岐 阜 大 学

昆 虫 類 ※ 佐
さ

藤
と う

正
ま さ

孝
た か

名 古 屋 女 子 大 学

藻 類 田
た

中
な か

正
ま さ

明
あ き

四 日 市 大 学

ほ 乳 類 前
ま え

田
だ

奈 良 教 育 大 学

水 質 松
ま つ

尾
お

直
な お

規
き

中 部 大 学

魚 類 森
も り

誠
せ い

一
い ち

岐 阜 経 済 大 学

喜四雄
き し お

現 職委 員 氏 名

設楽ダム建設事業 環境影響評価 技術検討委員会 委員名簿

非 常 勤 講 師

教 授

教 授

助 教 授

名 誉 教 授

教 授

教 授
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○ネコギギやクマタカをはじめとした動植物の生息・生育環境に与
える影響をできる限り回避、低減し、必要に応じ代償措置を講ずる
よう配慮するとともに、水質についてはダム貯水池のみではなく、
下流域を含めて配慮します。
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設楽ダムの下流受益地域の関係市町村から設楽ダム建設促進に関
する要望がなされています。

要望団体

東三河商工会議所及び商工会
豊川水系総合開発促進期成同盟会

豊川用水二期事業促進協議会
東三河県営水道受水団体協議会

愛知県豊川改修工事促進期成同盟会
豊川改修期成期成同盟会

神田川改修促進期成同盟会

下流受益地からダム建設
を強く要望されています。



事 務 所 の ご 案 内

国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

設 楽 ダ ム 工 事 事 務 所
〒441-1341

愛 知 県 新 城 市 杉 山 字 大 東 5 7

tel (0536)23-4331
fax (0536)23-4408

URLアドレス

http://www.cbr.mlit .go.jp/shitara

国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

設 楽 ダ ム 相 談 所設 楽 ダ ム 工 事 事 務 所

〒441-2301

愛 知 県 北 設 楽 郡 設 楽 町 大 字 田 口 字 辻 前 1 8 - 5

te l (0536)62-1140

fax (0536)62-1140
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